
財務諸表に対する注記 

 

１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券･･････償却原価法（定額法）によっている。

（２）固定資産の減価償却の方法

無形固定資産･･････定額法によっている。

（３）消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産の増減額及びその残高

基本財産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

定期預金 8,569,217 1,061,844 77,088 9,553,973

投資有価証券 1,034,430,783 77,088 1,061,844 1,033,446,027

合計 1,043,000,000 1,138,932 1,138,932 1,043,000,000

３．基本財産の財源等の内訳

基本財産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

定期預金 9,553,973 （ 2,368,493 ） （ 7,185,480 ） ―

投資有価証券 1,033,446,027 （ 963,430,507 ） （ 70,015,520 ） ―

合計 1,043,000,000 （ 965,799,000 ） （ 77,201,000 ） （ 0 ）

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

（単位：円）

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

ソフトウェア 525,000 140,000 385,000

合計 525,000 140,000 385,000

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

利付国債　第79回 110,315,711 111,122,000 806,289

利付国債　第87回 130,067,244 131,235,000 1,167,756

利付国債　第269回 150,000,000 155,035,800 5,035,800

利付国債　第298回 101,199,560 104,930,000 3,730,440

利付国債　第299回 100,950,440 104,860,000 3,909,560

利付国債　第306回 100,564,808 105,118,700 4,553,892

利付国債　第310回 39,908,433 40,648,000 739,567

東京電力債　第497回 100,143,920 98,579,600 △ 1,564,320

豊田自動織機 第11回無担保社債 99,955,884 100,643,600 687,716

電源開発債　第31回 100,340,027 98,200,000 △ 2,140,027
1,033,446,027 1,050,372,700 16,926,673

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

経常収益への振替額

基本財産運用益の振替額 9,801,895
9,801,895

科目

科目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）

（うち負債に

対応する額）

合計

評価損益

（うち一般正味財産

からの充当額）

合計

内容 金額

科目

科目 帳簿価額 時価

 


